
平成年月日 金曜日 (第号付録) 月目録官 報

日

号
外

ペ
ー
ジ

一
七
九

政
治
資
金
規
正
法
の
規
定
に

よ
る
政
治
団
体
の
届
出
が

あ
っ
た
の
で
公
表
す
る
件

二
九
113

二

一
八
〇

政
治
資
金
規
正
法
の
規
定
に

よ
る
政
治
団
体
の
届
出
事
項

の
異
動
の
届
出
が
あ
っ
た
の

で
公
表
す
る
件

二
九
113

三

一
八
一

政
治
資
金
規
正
法
の
規
定
に

よ
る
政
治
団
体
の
解
散
の
届

出
が
あ
っ
た
の
で
公
表
す
る

件

二
九
113

六

一
八
二

政
治
資
金
規
正
法
の
規
定
に

よ
る
資
金
管
理
団
体
の
届
出

が
あ
っ
た
の
で
公
表
す
る
件

二
九
113

七

一
八
三

政
治
資
金
規
正
法
の
規
定
に

よ
る
資
金
管
理
団
体
の
届
出

事
項
の
異
動
の
届
出
が
あ
っ

た
の
で
公
表
す
る
件

二
九
113

七

一
八
四

政
治
資
金
規
正
法
の
規
定
に

よ
る
資
金
管
理
団
体
の
指
定

の
取
消
し
の
届
出
が
あ
っ
た

の
で
公
表
す
る
件

二
九
113

七

一
八
五

電
波
法
施
行
規
則
第
七
条
第

五
号
の
規
定
に
基
づ
く
特
定

実
験
試
験
局
と
し
て
使
用
可

能
な
周
波
数
の
範
囲
等
を
定

め
る
件

二
九
113

七

一
八
六

政
党
交
付
金
の
交
付
を
受
け

る
べ
き
政
党
の
名
称
及
び
平

成
三
十
年
分
と
し
て
各
政
党

に
対
し
て
交
付
す
べ
き
政
党

交
付
金
の
額
を
公
表
す
る
件

二
九
113
一
四

一
八
七

平
成
二
十
九
年
総
務
省
告
示

第
三
百
三
号
の
一
部
を
訂
正

す
る
件

二
九
113
一
五

一
八
八

市
村
の
境
界
変
更
の
件

三
〇

三

一
八
九

市
町
の
境
界
変
更
の
件

三
〇

三

一
九
〇

登
録
証
明
機
関
を
登
録
し
た

件

三
一

四

一
九
一

政
治
資
金
規
正
法
の
規
定
に

よ
る
政
治
団
体
の
収
支
に
関

す
る
報
告
書
の
提
出
が
あ
っ

た
の
で
要
旨
（
平
成
二
十
二

年
分
〜
平
成
二
十
八
年
分
）

を
公
表
す
る
件

三
一
116
一
三

一
九
二

政
治
資
金
規
正
法
の
規
定
に

よ
る
政
治
団
体
の
解
散
に
係

る
収
支
に
関
す
る
報
告
書
の

提
出
が
あ
っ
た
の
で
要
旨

（
平
成
二
十
四
年
分
・
平
成

二
十
九
年
分
）
を
公
表
す
る

件

三
一
116
一
七

一
九
三

デ
ジ
タ
ル
有
線
テ
レ
ビ
ジ
ョ

ン
放
送
方
式
に
関
す
る
多
重

フ
レ
ー
ム
ヘ
ッ
ダ
情
報
の
構

成
を
定
め
る
件
の
一
部
を
改

正
す
る
件

三
一
116
二
一

〇
総

務

省
、
農
林
水
産
省
、

国
土
交
通
省

二

半
島
振
興
法
に
基
づ
く
産
業

振
興
促
進
計
画
を
認
定
す
る

件

一
四

一

三

〃

三
〇

三

〇
政
治
資
金
適
正
化
委
員

会

二
六

政
治
資
金
規
正
法
の
規
定
に

基
づ
き
、
登
録
政
治
資
金
監

査
人
名
簿
に
登
録
し
た
者
を

公
告
す
る
件

二

一

二
七

政
治
資
金
規
正
法
の
規
定
に

基
づ
き
、
登
録
政
治
資
金
監

査
人
証
票
を
亡
失
し
た
旨
の

書
面
の
提
出
が
あ
っ
た
の

で
、
そ
の
旨
を
公
告
す
る
件

二

一

二
八

政
治
資
金
規
正
法
の
規
定
に

基
づ
き
、
登
録
政
治
資
金
監

査
人
名
簿
に
登
録
し
た
者
を

公
告
す
る
件

一
八

六

二
九

政
治
資
金
規
正
法
の
規
定
に

基
づ
き
、
登
録
政
治
資
金
監

査
人
名
簿
に
変
更
登
録
し
た

者
を
公
告
す
る
件

一
八

六

三
〇

政
治
資
金
規
正
法
の
規
定
に

基
づ
き
、
登
録
政
治
資
金
監

査
人
名
簿
に
登
録
し
た
者
を

公
告
す
る
件

二
三

三

三
一

政
治
資
金
規
正
法
の
規
定
に

基
づ
き
、
登
録
政
治
資
金
監

査
人
の
登
録
を
抹
消
し
た
者

を
公
告
す
る
件

二
三

三

三
二

政
治
資
金
規
正
法
の
規
定
に

基
づ
き
、
登
録
政
治
資
金
監

査
人
証
票
を
亡
失
し
た
旨
の

書
面
の
提
出
が
あ
っ
た
の

で
、
そ
の
旨
を
公
告
す
る
件

二
三

三

三
三

政
治
資
金
規
正
法
の
規
定
に

基
づ
き
、
登
録
政
治
資
金
監

査
人
名
簿
に
登
録
し
た
者
を

公
告
す
る
件

三
〇

三

三
四

政
治
資
金
規
正
法
の
規
定
に

基
づ
き
、
登
録
政
治
資
金
監

査
人
証
票
を
亡
失
し
た
旨
の

書
面
の
提
出
が
あ
っ
た
の

で
、
そ
の
旨
を
公
告
す
る
件

三
〇

四

〇
消

防

庁

一
〇

消
防
法
施
行
規
則
第
四
条
の

五
第
一
項
に
規
定
す
る
登
録

確
認
機
関
の
主
た
る
事
務
所

の
所
在
地
及
び
確
認
の
業
務

を
取
り
扱
う
事
務
所
の
所
在

地
の
変
更
に
関
す
る
件

七

四

〇
法

務

省

一
二
六

公
証
人
法
第
七
条
ノ
二
第
一

項
の
規
定
に
よ
る
指
定
の
件

一

二

一
二
七

一
二
九

除
籍
の
一
部
が
滅
失
し
た
件

八

三

一
三
〇

原
戸
籍
の
一
部
が
滅
失
し
た

件

八

三

一
三
一

一
三
四

除
籍
が
滅
失
し
た
件

八

三

一
三
五

一
三
七

戸
籍
が
滅
失
し
た
件

八

三

一
三
八

日
本
国
に
帰
化
を
許
可
す
る

件

一
四

一

一
三
九

出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定

法
第
七
条
第
一
項
第
二
号
の

基
準
を
定
め
る
省
令
の
留
学

の
在
留
資
格
に
係
る
基
準
の

規
定
に
基
づ
き
日
本
語
教
育

機
関
等
を
定
め
る
件
の
一
部

を
改
正
す
る
件

一
六
104

八

一
四
〇

公
証
人
法
第
七
条
ノ
二
第
一

項
の
規
定
に
よ
る
指
定
の
件

一
七

一

一
四
一

日
本
国
に
帰
化
を
許
可
す
る

件

一
八

六

一
四
二

一
四
五

外
国
弁
護
士
に
よ
る
法
律
事

務
の
取
扱
い
に
関
す
る
特
別

措
置
法
第
七
条
の
規
定
に
よ

る
承
認
を
し
た
件

一
八

七

一
四
六

一
四
八

外
国
弁
護
士
に
よ
る
法
律
事

務
の
取
扱
い
に
関
す
る
特
別

措
置
法
第
十
六
条
第
一
項
の

規
定
に
基
づ
き
特
定
外
国
法

を
指
定
し
た
件

二
二

二

一
四
九

出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定

法
第
七
条
第
一
項
第
二
号
の

基
準
を
定
め
る
省
令
の
留
学

の
在
留
資
格
に
係
る
基
準
の

規
定
に
基
づ
き
日
本
語
教
育

機
関
等
を
定
め
る
件
の
一
部

を
改
正
す
る
件

二
二
108

七


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